
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和元年度 滋賀県がん診療連携協議会 第３回研修推進部会 

開 催 日 時 令和２年２月５日（水） 18：00～19：10 

開 催 場 所 滋賀医科大学医学部附属病院 第４会議室（病院４階） 

出 席 者 【部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院  村上 節（部会長） 

大津赤十字病院        片倉 浩理（副部会長） 

滋賀県立総合病院       財間 正純（副部会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  多川 晴美 

大津赤十字病院        吉田 友紀 

滋賀県立総合病院       小野原 明子 

公立甲賀病院         山崎 道夫 

公立甲賀病院         利田 みゆき 

彦根市立病院         吉川 浩平 

彦根市立病院         木下 千恵美 

市立長浜病院         田久保 康隆 

市立長浜病院         山岸 美紀 

高島市民病院         武田 佳久 

高島市民病院         前川 直美 

長浜赤十字病院        馬場 弘道 

滋賀県歯科医師会       高山 真一 

滋賀県薬剤師会        小杉 奈緒 

滋賀県看護協会        西井 美恵子 

滋賀県放射線技師会      平田 誠 

滋賀県臨床検査技師会     松井 まり子 

滋賀県歯科衛生士会      玉井 文子 

滋賀県栄養士会        鈴木 真理 

滋賀県病院薬剤師会      寺田 智祐〈代理〉野田 哲史 

滋賀県健康医療福祉部     野坂 明子 

滋賀県立総合病院       川邊 義巳 

【オブザーバー】  

滋賀県がん患者団体連絡協議会 菊井 津多子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 柳田 英代 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 塩飽 孝子 

【事務局】 

滋賀医科大学医学部附属病院  浅井 由孝 

滋賀医科大学医学部附属病院  黒瀬 和美 

滋賀医科大学医学部附属病院  野原 悦子 

（敬称略）            

欠 席 者 【部会員】 

市立大津市民病院       峠岡 佑典 

草津総合病院         小林 遊 

済生会滋賀県病院       鴨井 和実 

近江八幡市立総合医療センター 中野 且敬 

東近江総合医療センター    目片 英治 

滋賀県医師会         中村 隆志 

（敬称略） 



 

議 事 概 要 １．報告等 

・本日参加のオブザーバーの方々の紹介があった。 

 ・前回の部会の議事概要について再度確認の依頼があった。 

  

２．議題 

（１）令和元年度の取組について 

１）がん関係フォーラム、講演会等開催予定、受講人数について 

  医療圏ごとに報告があった。 

 （大津医療圏） 

  開催数は35回と例年どおりで、対象者別でも均等にできている。今後、ダヴィンチに関す

る内容のものが多くなるかもしれない。また、今年度２回行われている「肺ゆう会」での患

者さんのご意見を伺いたい。 

 （湖南医療圏） 

  開催数は35回で、テーマごとも概ね幅広く網羅できている。５大がんについては、医療者

向けができていないため、来年度はしっかりやっていきたい。 

 （甲賀医療圏） 

  がん相談センターを中心に開催している。前年度できていなかった「化学療法」について、

今年度院内で研修会を行った。また、２月１日に開催した市民公開講座には、200人と多く

の参加があった。 

 （湖東医療圏） 

総開催数は30回、５大がんについても幅広くできた。両立支援に関する相談会を12回、

緩和ケアを中心にした患者家族会を６回開催し、ウィッグ講習会も行った。また、年１回

の病院まつりの場を借りて、乳がんの勉強会やウィッグの展示を行った。今年度の新しい

取り組みとして中学校への出張講演を３回行い、今後も続けていく。満足度調査を行った

ものについては、ほぼ100％となっている。 

 （湖北医療圏） 

  毎年７月に開催しているフォーラムのテーマと５大がんを中心に、その年のテーマを決め

ている。今年のテーマは「患者サポート」であったので、資料１-１の灰色の部分が多かっ

た。５大がんについては、年度ごとに決めて行っており、一巡して二巡目に入っている。ま

た、５大がん以外にも皮膚科、婦人科、泌尿器科、口腔外科のがんのニーズがあるため、今

後開催していきたい。参加人数、満足度についても概ね良い結果が得られている。 

（湖西医療圏） 

 中学校で講義を行い、満足度も80～90％となっている。アンケートには前向きな意見が

多く、来年度も引き続き行う。市民向けのがん教室では、100％の満足度となっている。 

１月25日の市民公開講座には72名の参加があった。来年度に向け５大がんについても検討

する。 

 

 部会長より、資料を持ち帰り他の医療圏の取組を参考にしていただきたいこと、また、

参加人数、満足度を事務局まで報告いただくことについて依頼があった。 

資料１-３で、タイトル等で内容がわからないものについては「その他」となっており、

内容がわかれば報告いただくよう、また、成功事例についても報告いただくよう重ねて依

頼があった。 

 

２）がん看護ワーキンググループ活動報告 

 多川部会員より、今年度の取組結果と来年度の企画について説明があった。 

 平成30年度より、新しい枠組みで看護のクリニカルラダーに基づきプログラムを構築して

いる。今年度は、基礎編〈ラダー２相当〉、演習編（ラダー３相当）を行った。 

 来年度は、大津医療圏、湖南医療圏共に基礎編と演習編を実施予定で、湖北、湖東医療圏

につては検討中である。 

 

 



 

３）診療放射線技師の人材育成 ～がん対策関連～ 

  滋賀県放射線技師会の平田氏より、放射線技師の人材育成の取り組みとして、学術研修、

専門研究会などについて資料に基づき報告があった。 

   

 ４）国立がん研修センターの研修計画について 

  各病院で持ち帰っていただき、参加について検討いただくよう依頼があった。 

  小野原部会員より、昨年度、都道府県指導者養成研修（がん看護研修企画）に、滋賀県立

総合病院と滋賀医科大学医学部附属病院が共同で参加し、他府県では拠点病院が連携して参

加することが珍しく、褒めていただいたことの報告があった。 

 

 ５）各団体の取組について 

  各団体より報告があった。 

（滋賀県歯科医師会） 

口腔がんチェックの啓発のため「ポケットティッシュ」を作成し配布した。「口腔がんチ

ェック歯科医院」の登録数も161から213と増加した。次年度も新たな取組を行いたい。ま

た、がん患者の口腔ケアに係る医科歯科連携の推進についても引き続き行っていく。 

（滋賀県薬剤師会） 

在宅ホスピス薬剤師のフォローアップ研修を２回実施した。来年度は「在宅ホスピス薬

剤師」の５期生の養成を行う。会員の１割である100名超を目標としているが、滋賀県独自

のものであり、また３年毎の更新が必要なこともあって増員が難しい。 

（滋賀県看護協会） 

11月８日の「がん患者のアピアランスケア」についての研修会では、36名の参加があり、

実践の中で活かせるとの評価をいただいた。来年度は、がん専門看護師を講師として「が

ん患者の看護」について研修会を行う予定である。また、他機関のがん関係研修会への周

知を協会からも行っていく。 

（滋賀県放射線技師会） 

大津健康フェスティバルに参加し骨密度測定コーナーを設置して410名の測定を行った。

今回、ＱＲコードを使いタブレットでのアンケートを行ったが、使用されたのは２名のみ

で、あとは紙での回答であった。年配の方が多かったなど時期尚早であった。来年度の研

修会等の日程は来週の理事会で決定される。 

（滋賀県臨床検査技師会） 

県内の健康フェスティバルに参加し「検査と健康展」をイオンモール草津で開催した。

学術部研修会を６部門で計11回年度内に開催する。来年度も同様に行う予定である。また

精度管理部は、県内医療の均てん化と向上を目的として、臨床検査精度管理を実施する。 

（滋賀県歯科衛生士会） 

１月26日に診療所に勤務する歯科衛生士を対象に、がん患者さんの口腔機能管理をテー

マに研修会を開催し、37名の参加があった。また、３月15日に病院勤務と診療所勤務の歯

科衛生士の交流会を行う予定。来年度については未定。 

（滋賀県栄養士会） 

２月２日に「いのちを食して、いのちをつなぐ」をテーマに研修会を開催し、食をとお

し栄養士として何ができるのかを考える機会となった。また、「がん病態栄養専門管理栄養

士」の資格の取得状況は、各拠点病院と他の病院で取得されている。 

（滋賀県病院薬剤師会） 

病院の薬剤師向けカンファレンスを２回行った。また薬局薬剤師向けに「がんゲノム医

療」について講演を行ったが理解度が低く、今後回数を重ね理解度を深めていきたい。来

年度も同様にカンファレンスを開催予定で、免疫療法についてマネジメント方法を協議し

ていきたい。 

 

  部会長より、人材育成について病院薬剤師会、検査技師会、放射線技師会よりご報告いた

だいているが、来年度より９団体で順番にご報告していただく方向で協議していきたいとの

提案があった。 



 

 

（２）部会の取組評価（最終評価）について 

１）アクションプランについて 

  ほぼ計画どおり順調に取り組んでおり、Ａ評価とすることで了承された。 

 

２）ＰＤＣＡサイクルについて 

  （案）のとおりとすることで、了承された。 

資料１－４に過去６年間のフォーラム等の参加人数、満足度の状況を取りまとめた。す

べての参加人数、満足度を調査しているわけではないので、来年度以降、実数に近づける

ことを目標としたい。 

また、次年度のアクションプラン等に関しては、引き続き、今年度に準じた内容とする

こととした。 

  

（３）その他 

 １）滋賀県より 

  ２月４日から10日まで「滋賀県がんと向き合う週間」としており、各医療機関にもご協力

いただいている。滋賀県のフリーペーパーにも掲載し、地域ごとに全戸配布した。また、そ

こにがん情報しがのＱＲコードも掲載している。 

 

２）がん患者団体連絡協議会より 

 色々な取組をされており感謝している。今後もよろしくお願いしたい。 

 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                          令和２年２月21日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

   研修推進部会 部会長 村上 節 


